



経済研究所 / Institute of Developing









































                           
1 2月 5日付の有力紙（The Times, The Guardian, Independentなど）はいずれも大きく報道してい
ます。演説は BBC のウェブサイトで聞けます。http://www.bbc.co.uk/news/uk-politics-12371994。 









































                           
3 なお裁判で違反行為を認定されたこの元大臣は、三年間にわたり公職に就くことを禁止され、さら
に労働からも除名処分を受けたとのことです。 






































                           
5 よく知られているように、「左派」というよりも「中道左派」と一般に位置づけられるに至ったの











































                           
6 なにがイギリスにおいて「左」の政策と考えられているかについては、Ha-Joon Chang “The 
Right Political Direction” （The Guardian 3/Oct/2010）の記事を参照しています 
http://www.ide.go.jp 
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層を取り込もうとしてきています。冒頭に紹介したような、多文化主義的な価値観ではなく、 
もっと均質な価値観を共有した国民統合が必要であるというような発言は、こうした文脈に
おいても理解できるものです。 
以上のような、とても粗っぽい検討だけでも、明らかになることがあります。それは、な
にが右か、なにが左かは、基準によって異なること、そして、この基準は複数あり、かつそ
れぞれ変化しつつあり、さらに、どの基準が重視されるかもまた絶えず変化しつつあること
です。つまるところ、今現在では、なにが右か左かは、基準が多すぎて、また基準自体が変
化し、かつ、どの基準が重要なものとして取り出されるのかもつねに変化して、一概には見
分け難いというところなのでしょう。 
そもそも幾何学的には、前後、上下と異なり、左右は定義できないといいます。つまり、
言葉や論理だけで、左右の区別を知らない人に、これを伝えることはほとんど不可能なので
す。逆にいえば、左右についてある一定の了解をすでに共有している共同体でのみ、左と右
の区別は理解され、伝達されうるということになります。それゆえ、政治的な、経済的な立
場や言説もまた、なにが左でなにが右であるかは、基準を共有する人々にのみ通用する内輪
話ということになるのかもしれません。 
それでも、政治経済社会的な意味での、左、右、の区別は、日々、再生産され、それぞれ
の社会が進む方向へ少なからぬ影響を及ぼしているように思われます。たとえば、「中道」
のなかで「左より」「右より」であることは許容範囲のようですが、エド・ミリバンドの
「本当は左傾しない」という発言にみられるように、まったき「左」である、まったき「右」
であるというレッテルを貼られることは、避けねばならない事態だと考えられていると思わ
れます。 
であれば、左右の基準設定を主導できるポジションを獲得することが重要になります。キ
ャメロンの「多文化主義失敗」の発言も、実のところ、なにを基準にするかによっては、そ
れは右よりとも取れ（英国国民のアイデンティティ形成）、左よりとも取れる（個人の自由
の尊重）もので、おそらくキャメロンにとって重要なことは、時、場所により、変幻自在に
左か右か、基準を操ることにあるのではないでしょうか。こうしたレトリックやその他の要
因により、代表する者と代表される者との関係が「夢」のなかの出来事のように変化してい
くことに、議会民主制の「現実」の一つの様相があるのかもしれません。 
 
